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第２５期 第７回総会

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録

（令和５年１２月２５日）

〇開催日時 令和５年１２月２５日（月）

午前１０時００分から午前１１時３０分

〇開催場所 別海町役場 ４階 議場

〇議事日程

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤

強化促進法）

日程第 ２ 報告第２号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ３ 報告第３号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について

日程第 ４ 議案第１号 農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について

日程第 ５ 議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

日程第 ６ 議案第３号 別海町農用地利用集積計画の決定について

日程第 ７ 議案第４号 農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）につ

いて
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〇出席委員（２６名）

会 長 ２７番 信 夫 重 勝

会 長 代 理 ２６番 加 藤 真 純

１番 羽 石 健 一 ２番 加 藤 祐 介

３番 芳 賀 均 ４番 阿 部 浩

５番 石 森 裕 治 ６番 石 毛 剛

７番 押 田 賢 二 ８番 山 田 良 雄

９番 木 幡 誠 １０番 佐々木 實

１１番 竹 花 智 子 １２番 猿 谷 忠 義

１３番 畠 山 友 子 １４番 市 川 義 晴

１５番 藤 田 浩 義 １６番 石 田 昌 樹

１７番 及 川 哲 夫 １８番 小 島 敏

１９番 斉 藤 春 雄 ２０番 岸 本 正 明

２１番 伊 藤 一 吉 ２２番 豊 島 千 秋

２３番 目 黒 英 夫 ２５番 大 内 敏 光

〇欠席委員（１名）

２４番 岡 崎 知 暢

〇農業委員会事務局出席職員

事 務 局 事務局長 川 畑 智 明

総 務 担 当 主幹 大 山 晋 作

農地調整担当 主査 志 渡 正 勝

農地調整担当 主任 川 原 浩 貴

農地調整担当 主事 加 藤 智 也

〇傍聴人（０名）

〇議事録署名委員

１１番 竹 花 智 子 １２番 猿 谷 忠 義
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。

令和 年 月 日

署名者

議 長 信 夫 重 勝 ㊞

議席１１番 竹 花 智 子 ㊞

議席１２番 猿 谷 忠 義 ㊞
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開会 午前１０時００分

◎開会宣言

〇事務局（川畑事務局長）

定刻になりましたので、信夫会長に御挨拶をいただき総会を始めさせてい

ただきます。

〇信夫会長

皆さんおはようございます。

（会務報告がある）

本日は報告３件、議案４件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議長（信夫会長）

それでは、ただいまから第７回農業委員会総会を開催いたします。

ただいま出席している委員は２６名でございます。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開会させていただきます。

なお、欠席委員につきましては、２４番岡崎委員、１名です。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。１１番竹花委員、１２番猿谷委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。

◎日程第１ 報告第１号

〇議長（信夫会長）

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主査）

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１６条の規定に基づく利用権の

設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告する。

本件は全部で２３件ございます。全件、農地売買等事業により北海道農業

公社が買い入れた土地について一時貸付けを行う内容です。今後の取り扱い

については後の議案第３号で提案し御審議いただく予定です。それでは朗読

させていただきます。

第１号、あっせん候補者、別海町別海２３８番地の２６、合同会社若葉牧

場 代表社員 穴吹威。あっせん対象地、別海２３７－１外１１筆、計２３

万６１３㎡。農地の所有者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん委員、山田委員外

８名。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年額１５万６，５００
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円。

次号から第２３号までの農地所有者及びのあっせん結果につきましては同

文ですので、朗読を省略いたします。

第２号、あっせん候補者、別海町別海２６３番地の７、有限会社ヤグチッ

チ 代表取締役 矢口義道。あっせん対象地、別海２６１－２外９筆、計２

１万９，６４３㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額２２

万７，１６０円。

第３号、あっせん候補者、別海町別海３２２番地の３４、小野幸一。あっ

せん対象地、別海２６１－７外２筆、計９万２，０２５㎡。あっせん委員、

同上。あっせん価格、賃貸借で年額１０万３，９００円。

第４号、あっせん候補者、別海町中西別１６８番地の１、有限会社たんぽ

ぽ牧場 代表取締役 加藤二三代。あっせん対象地、別海２６５－２外４筆、

計８万８，４３５㎡。あっせん委員、山田委員外７名。あっせん価格、賃貸

借で年額９万８，５２０円。

第５号、あっせん候補者、別海町別海３２５番地の８、宇居弘明。あっせ

ん対象地、中西別２１９－４３外３筆、計１５万４，２９３㎡。あっせん委

員、山田委員外８名。あっせん価格、賃貸借で年額１４万６，６６０円。

第６号、あっせん候補者、別海町別海３１８番地の４９、青木伸寿。あっ

せん対象地、別海２７２－６外１１筆、計１９万２，９２９㎡。あっせん委

員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額２１万１，３２０円。

第７号、あっせん候補者、別海町別海２５６番地の８、梅澤大輔。あっせ

ん対象地、別海２７３－１０外５筆、計１１万２，０６６㎡。あっせん委員、

同上。あっせん価格、賃貸借で年額１３万２，０２０円。

第８号、あっせん候補者、別海町別海３２２番地の３、阪本昭雄。あっせ

ん対象地、別海２８９－４外１４筆、計４０万７０９㎡。あっせん委員、同

上。あっせん価格、賃貸借で年額４４万７，０４０円。

第９号、あっせん候補者、別海町中西別３５番地の１２、株式会社沓澤牧

場 代表取締役 沓澤宣幸。あっせん対象地、中西別３－２外６筆、計１７

万７，１８２㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額１６万

４４０円。

第１０号、あっせん候補者、別海町中西別３９番地の２１、羽石正憲。あ

っせん対象地、中西別５－４外６筆、計１７万３，０３８㎡。あっせん委員、

同上。あっせん価格、賃貸借で年額１８万８，８２０円。

第１１号、あっせん候補者、別海町中西別２９３番地の２６、有限会社上

田産業 代表取締役 上田志樹。あっせん対象地、中西別２５２－３外３筆、

計８万６，７２８㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額７

万３，７００円。

第１２号、あっせん候補者、別海町中西別１７９番地の９、髙橋正明。あ

っせん対象地、中西別１８１－１７外２筆、計９万７，１５５㎡。あっせん

委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額９万６，１８０円。
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第１３号、あっせん候補者、別海町中西別５３番地の４３、飯井智一。あ

っせん対象地、中西別１８２－２外１筆、計７万２，０４３㎡。あっせん委

員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額６万３，４４０円。

第１４号、あっせん候補者、別海町中西別１１５番地の１８、株式会社ｍ

ｏｓｉｒ 代表取締役 小林晴香。あっせん対象地、中西別１８３－２外１

３筆、計３５万５，０４２㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借

で年額３３万３，７８０円。

第１５号、あっせん候補者、別海町中西別１１０番地の２０、久保利健太。

あっせん対象地、中西別１８４－３６外１筆、計４万４，１２６㎡。あっせ

ん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額４万２，１８０円。

第１６号、あっせん候補者、別海町中西別１１１番地の８、丹羽博文。あ

っせん対象地、中西別１８６－１外３筆、計１１万７，１０６㎡。あっせん

委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額１０万４，５６０円。

第１７号、あっせん候補者、別海町上風連１５４番地の５０、大竹敏文。

あっせん対象地、上風連１５５－１３外５筆、計１５万９，９８４㎡。あっ

せん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額１７万６，１００円。

第１８号、あっせん候補者、別海町上風連３９８番地の２、瀬下陽介。あ

っせん対象地、上風連２０７－１０外１６筆、計５５万６，５３９㎡。あっ

せん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額３９万９，７６０円。

第１９号、あっせん候補者、別海町上風連２５７番地の８、奥山道義。あ

っせん対象地、上風連２０８－１３外５筆、計２５万３，０４８㎡。あっせ

ん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額２５万２，２２０円。

第２０号、あっせん候補者、別海町西春別６番地の２４、株式会社オーク

リーファーム 代表取締役 佐藤崇徳。あっせん対象地、西春別２－３外１

４筆、計６２万９，１１３㎡。あっせん委員、大内委員外５名。あっせん価

格、賃貸借で年額７４万９，４００円。

第２１号、あっせん候補者、別海町西春別６番地の１０、フアーム・ニシ

ムラ有限会社 代表取締役 西村茂。あっせん対象地、西春別９－４外４筆、

計１９万６１８㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年額２３

万７，６２０円。

第２２号、あっせん候補者、別海町泉川５７番地の１１、有限会社ジェイ

ファームシマザキ 代表取締役 島崎洋介。あっせん対象地、西春別２６－

３、計１万３，７６３㎡。あっせん委員、同上。あっせん価格、賃貸借で年

額１万４，３００円。

第２３号、あっせん候補者、別海町上春別３１８番地の３１、矢嶋行。あ

っせん対象地、上春別２９９－３外１８筆、計３３万４，４９５㎡。あっせ

ん委員、羽石委員外５名。あっせん価格、賃貸借で年額３８万１，１８０円。

以上で報告第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第１号の事務局説明が終わりました。ここで、調整に当たられた委員
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の説明を求めます。１号から８号につきましては７番押田委員、９号から１

６号につきましては１５番藤田委員、１７号から１９号につきましては１８

番小島委員、２０号から２２号につきましては２５番大内委員、２３号につ

きましては１番羽石委員。

それでは、１号から８号につきまして７番押田委員お願いいたします。

○７番 押田委員

はい、説明します。１号から５号については、新倉慎司さんの土地になり

ます。この５件で分けまして、５年後の買取りを目指し北海道農業公社から

の賃貸になります。６号から８号は渡邊弘幸さんの土地になります。こちら

も３件で分け、５年後の買取りを目指し北海道農業公社からの賃貸を受ける

ことになります。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、９号から１６号につきまして１５番藤田委員お願いいたしま

す。

○１５番 藤田委員

はい、御説明します。９号から１１号までは松原春さんの土地で、１２号

から１６号までは古谷文俊さんの土地になっております。それぞれ北海道農

業公社から借入れで５年後の取得を目指すものですので、よろしくお願いし

ます。

〇議長（信夫会長）

続きまして１７号から１９号につきまして１８番小島委員お願いいたしま

す。

○１８番 小島委員

はい、説明いたします。この土地は、信田洋司さん、信田豊實さん親子の

土地で、北海道農業公社が買い上げ後、５年後に大竹さん、瀬下さん、奥山

さんが取得予定です。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２０号から２２号につきまして２５番大内委員お願いいたし

ます。

○２５番 大内委員

はい、２０号から２２号は吉田辰一さん、雄平さんの土地であります。そ

れぞれ近隣に農地を所有していまして、５年後の買取りを目指して頑張って

います。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２３号につきまして１番羽石委員お願いいたします。

○１番 羽石委員

はい、御説明いたします。ここは、鈴木了さんの畑で、鈴木さんの後に新

規就農として矢嶋さんが入植され、５年後の買取りを目指していますので、

よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）
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報告第１号につきまして委員説明が終わりました。なお、４号につきまし

ては２番加藤委員に関する案件ですので、議事参与制限とさせていただきま

す。ここで、報告第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第２ 報告第２号

〇議長（信夫会長）

日程第２ 報告第２号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（川原主任）

報告第２号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、令和４年度及び令和５年度に農地転用許可を行った

案件につきまして、令和５年１１月１４日と令和５年１２月１１日に現地調

査を行ったものです。内容につきましては、申請時における計画どおりです

ので、申請者、土地所有者、計画高、出来高、事業完了年月日を朗読させて

いただきます。

第１号、申請者、別海町中春別２２２番地の１６、有限会社北斗運輸 代

表取締役 鳥井隼人。土地の所有者、別海町美原１０番地の１６８、金子陽

一。砂計画高、１万８４㎥に対し出来高、６，２７７㎥。事業完了年月日、

令和５年１１月２０日。

第２号、申請者、別海町別海宮舞町１０１番地、山下運輸株式会社 代表

取締役 山下毅。土地の所有者、別海町泉川１０５番地の１１７、高橋隆夫。

砂計画高、４，１３２㎥に対し出来高、４，１３２㎥。事業完了年月日、令

和５年１１月１４日。

第３号、申請者、中標津町字当幌２１８２番１、中澤運輸株式会社 代表

取締役 中澤邦彦。土地の所有者、別海町西春別１７１番地の５、小野寺作
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治。砂計画高、１万１，３９１㎥に対し出来高、７，０００㎥。事業完了年

月日、令和５年１１月３０日。

以上で報告第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、報告第２号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１号につきましては３番芳賀委員、２号及び３

号につきましては２５番大内委員。

それでは、１号につきまして３番芳賀委員お願いします。

〇３番 芳賀委員

はい、この場所は継続案件で、先月に完了として現場を見てきましたが、

時期的に播種はされていませんが綺麗に整地され、表土も用意されていまし

た。問題ないと思って確認してまいりました。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号及び３号につきまして２５番大内委員お願いします。

〇２５番 大内委員

はい、１２月１１日に現地を見てまいりました。両方とも長年に渡り採取

されているところで、整地はきちんとされていました。完了してから蒔くん

であろうということで、種はまだ蒔かれておりませんでしたが、良好である

と見てまいりました。以上です。

〇議長（信夫会長）

報告第２号の委員説明が終わりました。ここで、報告第２号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

２１番伊藤委員。

〇２１番 伊藤委員

はい、１号の現地調査日は１１月１４日ではなく、１２月１４日でいいん

ですよね。事業完了前の日にちでいいのかなと。

〇事務局（川原主任）

１号の現地調査日でしたが、先月総会で継続の案件があり、その時にあわ

せて現地調査を行ったという経緯があるんですが、１１月１４日の調査時に

は工事が終わって現地も平らになっており完了していることは確認していま

す。その後、北斗運輸さんからの書類等の提出があったのが１１月２０日と

いうことですので、特段問題はないと判断しています。

〇２１番 伊藤委員

わかりました。

〇議長（信夫会長）

そのほか、何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございませ
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んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第３ 報告第３号

〇議長（信夫会長）

日程第３ 報告第３号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

報告第３号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は１３件の報告がありました。農

地法第２条に基づく事業要件、議決権要件、役員要件の全てを満たしており

ました。そのほかの法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので

朗読を省略させていただきます。

以上で報告第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては農地所

有適格法人からの定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは報告第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ご

ざいませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第４ 議案第１号

〇議長（信夫会長）
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日程第４ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主査）

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者

から農地法第１８条第６項の規定により提出された賃貸借の合意解約の通知

について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。本案は２件ござい

ます。貸主、借主双方の合意により解約された通知であり、土地の引渡しの

時期６か月以内に合意解約が成立しております。それでは朗読させていただ

きます。

第１号、貸人、別海町別海１４１番地の３０、田中章喜。借人、別海町中

西別１０３番地の１、有限会社ＭＦデイリー 代表取締役 齋藤芳晴。解約

する土地、中西別２０７－１７外６筆、計１２万３，２９３㎡。契約の内容、

利用権の種類、賃借権。契約期間、令和２年５月２６日から令和１２年５月

２５日まで。合意解約成立の日、令和５年１１月２８日。土地の引渡しの時

期、令和５年１１月２８日。

第２号、貸人、別海町上風連２４番地の５、山屋信雄。借人、別海町別海

４０１番地の８、有限会社河嶋産業 代表取締役 河嶋和也。解約する土地、

上風連２３－２７外５筆、計２０万８，９８３㎡。契約の内容、利用権の種

類、賃借権。契約期間、平成２９年４月２８日から令和６年４月２７日まで。

合意解約成立の日、令和５年１２月７日。土地の引渡しの時期、令和５年１

２月７日。

以上で議案第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては合意解

約の案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第１号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。
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◎日程第５ 議案第２号

〇議長（信夫会長）

日程第５ 議案第２号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町豊原１２番地の５９、齋藤洋。

借人、別海町豊原１３番地の８１、株式会社達萬 代表取締役 齋藤達也。

許可を受けようとする土地の表示、中春別７８－１０外２８筆、計１５２万

９，２４６㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するた

め使用貸借するものである。借人は、農地所有適格法人設立のため使用貸借

を受けるものである。貸借期間、許可日から４０年間。

第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町豊原１２番地の５９、齋藤道子。

借人、別海町豊原１３番地の８１、株式会社達萬 代表取締役 齋藤達也。

許可を受けようとする土地の表示、豊原１２－１３外４筆、計３３万１，１

２５㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため使用

貸借するものである。借人は、農地所有適格法人設立のため使用貸借を受け

るものである。貸借期間、許可日から４０年間。

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上春別１７８番地の１、大田勝

司。借人、別海町上春別１７８番地の１、大田修也。許可を受けようとする

土地の表示、上春別１３５－７外３８筆、計７４万６，３７０㎡。許可を受

けようとする理由、貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸借により

貸し付けるものである。借人は、父の全地を使用貸借により借り受けるもの

である。貸借期間、許可日から４０年間。

第４号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上春別１２０番地の３、浦山広

美。借人、別海町上春別１２０番地の３、浦山邦広。許可を受けようとする

土地の表示、上春別１０８－４外２２筆、計５８万８，０１５㎡。許可を受

けようとする理由、貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸借により

貸し付けるものである。借人は、父の全地を使用貸借により借り受けるもの

である。貸借期間、許可日から４０年間。

第５号、申請人の住所氏名、貸人、別海町別海１５６番地の２、清實喜昭。

借人、別海町別海１５６番地の２、有限会社清實牧場 代表取締役 清實一

喜。許可を受けようとする土地の表示、別海１５０－１外１３１筆、計１６

７万７，４５０．９０㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効

活用するため使用貸借により農地所有適格法人へ貸し付けるものである。借



14

人は、経営規模拡大のため使用貸借を受けるものである。貸借期間、許可日

から４０年間。

第６号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上春別２５２番地の３、石井加

奈子。借人、別海町上春別２５２番地の３、石井研。許可を受けようとする

土地の表示、豊原１３－１１外７筆、計３１万３，３４６㎡。許可を受けよ

うとする理由、貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸借により貸し

付けるものである。借人は、母の全地を使用貸借により借り受けるものであ

る。貸借期間、許可日から４０年間。

第７号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上春別２５２番地の３、石井良

二。借人、別海町上春別２５２番地の３、石井研。許可を受けようとする土

地の表示、上春別２５１－１、計９万８，０２７㎡。許可を受けようとする

理由、貸人は、全地を経営の主体である長男に使用貸借により貸し付けるも

のである。借人は、父の全地を使用貸借により借り受けるものである。貸借

期間、許可日から４０年間。

以上で議案第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。１号及び２号につきましては２１番伊藤

委員、３号及び４号につきましては１番羽石委員、５号につきましては４番

阿部委員、６号及び７号につきましては２０番岸本委員。

それでは、１号及び２号につきまして２１番伊藤委員お願いします。

〇２１番 伊藤委員

はい、御説明いたします。１号、２号それぞれ齋藤洋さん、斎藤道子さん

の農地を、法人設立に伴う使用貸借案件で株式会社達萬の代表である長男の

達也さんに対する案件です。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、３号及び４号につきまして１番羽石委員お願いします。

〇１番 羽石委員

はい、御説明いたします。３号ですが、大田勝司さんから長男である修也

くんへ経営移譲する案件です。修也くんも頑張っておられますので、よろし

くお願いします。４号は浦山広美さんから長男である邦広くんに経営移譲す

る案件です。邦広くんも頑張っておられますので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、５号につきまして４番阿部委員お願いします。

〇４番 阿部委員

はい、御説明いたします。父の喜昭さんから息子の一喜さんが代表の法人

へ４０年間の使用貸借により貸し付けるものです。経営している土地は立地

が悪いところですが、苦労しながらも堅実な経営を行っています。よろしく

お願いします。

〇議長（信夫会長）
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続きまして、６号及び７号につきまして２０番岸本委員お願いします。

〇２０番 岸本委員

はい、説明いたします。石井加奈子さん、良二さんの後継者である石井研

さんが、令和６年１月１日付けで経営移譲することに伴う農地の使用貸借で

すので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第２号の委員説明が終わりました。それでは議案第２号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第２号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第６ 議案第３号

〇議長（信夫会長）

日程第６ 議案第３号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を議

題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主査）

議案第３号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条第１項により決

定を求める。

本案は所有権の移転が８件、利用権の設定が２６件、利用権の移転が１件

となっております。

所有権の移転です。

第１号、所有権の移転を受ける者、別海町別海２４６番地の１７、有限会

社ＷＡＨＥＩ 代表取締役 坂本和平。所有権の移転をする土地、別海２４

７－１外２４筆、計３８万７，３５９㎡。所有権を移転する者、札幌市中央

区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田

原輝和。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移転

時期、令和５年１２月２６日。対価、１，７９３万２，０００円。対価の支

払い方法、指定口座に振込。対価の支払い期限、令和６年２月２８日。引渡
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しの時期、対価の支払日。当事者間の法律関係、売買。

次号から第５号までの所有権の移転をする者、所有権の移転時期、対価の

支払い方法、対価の支払い期限、引渡しの時期、当事者間の法律関係につい

ては同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、所有権の移転を受ける者、別海町奥行２番地の２５、ヤマギシズ

ム生活別海実顕地農事組合法人 理事 荒木靖。所有権の移転をする土地、

別海２４７－２６外９筆、計２２万３，９９０㎡。所有権の移転の内容、利

用目的、同上。対価、１，１６１万円。

第３号、所有権の移転を受ける者、別海町中春別５５番地の４１、鈴木晴

彦。所有権の移転をする土地、中春別５４－５外３１筆、計１０２万４，３

９３．６３㎡。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び農業用施設用地

として利用。対価、３，６３８万３，０００円。

第４号、所有権の移転を受ける者、別海町豊原２番地の３４、古道谷一男。

所有権の移転をする土地、中春別８１－４外５筆、計１２万６，５７７㎡。

所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、７５２万１，０

００円。

第５号、所有権の移転を受ける者、別海町泉川５７番地の１１、有限会社

ジェイファームシマザキ 代表取締役 島崎洋介。所有権の移転をする土地、

西春別１５－８外１１筆、計３７万６，９８６㎡。所有権の移転の内容、利

用目的、同上。対価、２，２１２万６，０００円。

第６号、所有権の移転を受ける者、別海町上風連３５番地の７、齊藤亮。

所有権の移転をする土地、上風連１０－８外３筆、計９万８，３１２㎡。所

有権を移転する者、別海町上風連５１番地の３、山内正二。所有権の移転の

内容、利用目的、牧草畑及び採草放牧地として利用。所有権の移転時期、同

上。対価、４５１万８，０００円。対価の支払い方法、同上。対価の支払い

期限、令和６年３月３１日。引渡しの時期、同上。当事者間の法律関係、同

上。調整委員、石田委員、小島委員。

第７号、所有権の移転を受ける者、別海町豊原２４番地の８、合同会社Ｒ

ｉｐｐｌｅ 代表社員 岡崎哲児。所有権の移転をする土地、豊原２２－３

１外１筆、計３万５４４㎡。所有権を移転する者、別海町豊原１２番地の５

９、齋藤道子。所有権の移転の内容、利用目的、同上。所有権の移転時期、

同上。対価、１２６万５，０００円。対価の支払い方法、同上。対価の支払

い期限、同上。引渡しの時期、同上。当事者間の法律関係、同上。調整委員、

芳賀委員、伊藤委員。

第８号、所有権の移転を受ける者、別海町大成７３番地の１０、有限会社

ハイエストファーム 代表取締役 二瓶義則。所有権の移転をする土地、大

成７６－３外４筆、計１３万６３０㎡。所有権を移転する者、別海町大成７

５番地の１７、宍戸一哉。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利

用。所有権の移転時期、同上。対価、７８９万２，０００円。対価の支払い

方法、同上。対価の支払い期限、同上。引渡しの時期、同上。当事者間の法
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律関係、同上。調整委員、石毛委員、岡崎委員。

続いて利用権の設定です。

第１号から第２３号までは報告第１号と内容が重複いたしますので、設定

する利用権から朗読いたします。

第１号、設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として利

用。始期、令和５年１２月２６日。終期、令和１０年１０月３１日。借賃、

年額１５万６，５００円。借賃の支払いの方法、毎年、１２月１０日までに

指定口座に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。

次号から第２３号までの利用権の種類、内容、始期、終期、借賃の支払い

の方法、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、借賃、年額２２万７，１６０円。

第３号、借賃、年額１０万３，９００円。

第４号、借賃、年額９万８，５２０円。

第５号、借賃、年額１４万６，６６０円。

第６号、借賃、年額２１万１，３２０円。

第７号、借賃、年額１３万２，０２０円。

第８号、借賃、年額４４万７，０４０円。

第９号、借賃、年額１６万４４０円。

第１０号、借賃、年額１８万８，８２０円。

第１１号、借賃、年額７万３，７００円。

第１２号、借賃、年額９万６，１８０円。

第１３号、借賃、年額６万３，４４０円。

第１４号、借賃、年額３３万３，７８０円。

第１５号、借賃、年額４万２，１８０円。

第１６号、借賃、年額１０万４，５６０円。

第１７号、借賃、年額１７万６，１００円。

第１８号、借賃、年額３９万９，７６０円。

第１９号、借賃、年額２５万２，２２０円。

第２０号、借賃、年額７４万９，４００円。

第２１号、借賃、年額２３万７，６２０円。

第２２号、借賃、年額１万４，３００円。

第２３号、借賃、年額３８万１，１８０円。

第２４号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別２０７番地の７１、大

澤直樹。利用権を設定する土地、中西別２０７－１８外５筆、計１１万７，

８０８㎡。利用権を設定する者、別海町別海１４１番地の３０、田中章喜。

設定する利用権、利用権の種類、貸借権。内容、牧草畑として利用。始期、

令和５年１２月２６日。終期、令和１２年５月２５日。借賃、年額１０万円。

借賃の支払い方法、毎年１１月末日までに指定口座に振り込むものとする。

当事者間の法律関係、賃貸借。調整委員、藤田委員、斉藤委員。

第２５号、利用権の設定を受ける者、別海町上風連２３番地の２、小島敏
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徳。利用権を設定する土地、上風連２３－２７外５筆、計２０万８，９８３

㎡。利用権を設定する者、別海町上風連２４番地の５、山屋信雄。設定する

利用権、利用権の種類、同上。内容、同上。始期、同上。終期、令和１５年

１２月２５日。借賃、年額２９万２，０００円。借賃の支払い方法、同上。

当事者間の法律関係、同上。調整委員、石田委員、山田委員。

第２６号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別１７８番地の１１、石

井哲雄。利用権を設定する土地、西春別１１５－１外６筆、計３３万９，６

７４㎡。利用権を設定する者、釧路町別保７丁目９１番地、武市宏。設定す

る利用権、利用権の種類、同上。内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。

始期、令和６年２月１日。終期、令和１１年１月３１日。借賃、年額７０万

円。借賃の支払い方法、毎年１２月２５日までに指定口座に振り込むものと

する。当事者間の法律関係、同上。調整委員、佐々木委員、市川委員。

続いて利用権の移転です。

第１号、利用権の設定を受ける者、移転前、別海町上風連２７４番地の５、

安部克寿。移転後、別海町上風連２７４番地の５、株式会社マウントエース

代表取締役 安部克寿。利用権を移転する土地、上風連２８８－１外３筆、

計８万３，７６７㎡。利用権の移転をする土地の所有者、別海町上風連６３

番地の３００、髙桑敬治。移転する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、

牧草畑として利用。始期、令和４年６月２３日。終期、令和１４年６月２２

日。借賃、年額２０万５，０００円。借賃の支払いの方法、毎年１１月末日

までに指定口座に振り込むものとする。利用権移転の時期、令和５年１２月

２６日。調整委員、石田委員、小島委員。

本件につきましては、安部克寿さんが法人設立したことに伴い、利用権を

移転するものであります。

以上で議案第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第３号の事務局説明が終わりました。所有権の移転の１号から

５号につきましては公社の買戻し案件、利用権の設定の１号から２３号につ

きましては報告第１号で説明済みですので、事務局説明のみとさせていただ

きます。

なお、利用権の設定の４号につきましては２番加藤委員に関する案件です

ので、農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第

１４条の規定に基づき、議事参与制限により一時退席を求めます。

（２番 加藤委員 一時退席）

〇議長（信夫会長）

それでは、利用権の設定の４号につきまして質疑を受けたいと思います。

何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）
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なしということですので、利用権設定の４号につきまして採決に入りたい

と思います。否決の方の挙手を求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、利用権の設定の４号につきまして、原案の

とおり決定します。

ここで、２番加藤委員に対する議事参与制限を解除します。

（２番 加藤委員 着席）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

続きまして、利用権の設定の２５号につきましては１８番小島委員に関す

る案件ですので、農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会

会議規則第１４条の規定に基づき、議事参与制限により一時退席を求めます。

（１８番 小島委員 一時退席）

〇議長（信夫会長）

それでは、利用権の設定の２５号につきまして、調整に当たられた委員の

説明を求めたいと思います。１６番石田委員お願いします。

〇１６番 石田委員

はい、御説明いたします。本案は、山屋信雄さんから借地の新規設定をし

たいとの申し出あり、１１月６日に対象草地の現地査定を行いました。１１

月１０日に地元会館で調整会議を行った結果、草地が隣接する小島敏徳さん

が借りる運びとなりました。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

利用権の設定の２５号の委員説明が終わりました。それでは、利用権の設

定の２５号につきまして、質疑を受けたいと思います。何か御質問ございま

せんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、利用権の設定の２５号につきまして採決に入り

たいと思います。否決の方の挙手を求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、利用権の設定の２５号につきまして、原案

のとおり決定します。

ここで、１８番小島委員に対する議事参与制限を解除します。

（１８番 小島委員 着席）

〇議長（信夫会長）
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議事を再開します。

それでは、議事参与制限案件以外の案件につきまして、調整に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。所有権の移転の６号につきましては１６

番石田委員、７号につきましては３番芳賀委員、８号につきましては６番石

毛委員。利用権の設定の２４号につきましては１５番藤田委員、２６号につ

きましては１０番佐々木委員。利用権の移転の１号につきましては１６番石

田委員。

それでは、所有権の移転の６号につきまして１６番石田委員お願いします。

〇１６番 石田委員

はい、御説明いたします。本案は、山内正二さんから経営地の一部を処分

したいとの申し出があり、１１月６日に対象草地の現地査定を行いました。

１１月１０日に地元会館で調整会議を行った結果、草地が隣接する齊藤亮さ

んに売買する運びとなりました。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、所有権の移転の７号につきまして３番芳賀委員お願いします。

〇３番 芳賀委員

はい、齋藤さんからＲｉｐｐｌｅへの所有権の移転ですが、現場は川と防

風林に挟まれた二町半ほどの畑で通路も狭いとのことから、今回長男の法人

設立に併せて、隣接するＲｉｐｐｌｅさんへ買い取ってもらうことで話がつ

きました。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、所有権の移転の８号につきまして６番石毛委員お願いします。

〇６番 石毛委員

はい、説明いたします。宍戸一哉さんですが、前の日まで元気で一緒に働

いていたお父さんが今年急に亡くなるということがありまして、現在、頭数

を少し減らして営農しております。それに伴って土地を少し売りたいという

ことで、隣接していますハイエストファームが取得する運びとなっています

ので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、利用権の設定の２４号につきまして１５番藤田委員お願いし

ます。

〇１５番 藤田委員

はい、先ほど議案第１号で解約されました田中章喜さんの土地で、長年Ｍ

Ｆデイリーさんが使用していましたが、今回解約となったことから、隣接す

る大澤直樹さんに賃貸することで調整しました。なお、賃貸料は７万円ほど

安くなっていますので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、利用権の設定の２６号につきまして１０番佐々木委員お願い

します。

〇１０番 佐々木委員
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はい、この案件は武市さんと石井さんの賃貸で、そのまま継続ということ

で調整ができましたので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、利用権の移転の１号につきまして１６番石田委員お願いしま

す。

〇１６番 石田委員

はい、御説明いたします。本案は、安部克寿さんが法人を設立したことに

伴い、髙桑さんが安部さん個人に賃貸していた土地を法人であるマウントエ

ースへ権利を移転するものです。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第３号の議事参与制限案件以外の案件の委員説明が終わりました。そ

れでは、議案第３号の議事参与制限案件以外の案件につきまして質疑を受け

たいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、議案第３号の議事参与制限案件以外の案件につ

きまして採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第３号の議事参与制限案件以外の案件

につきまして、原案のとおり決定します。

◎日程第７ 議案第４号

〇議長（信夫会長）

日程第７ 議案第４号「農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）に

ついて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川畑事務局長）

議案第４号、農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）の内容説明を

いたします。

農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）について。農業委員会の法

令遵守の申し合わせ決議について、次のとおり決議する。

この決議の経緯につきましては、令和元年１０月、他県の２市町において、

農業委員会の会長が農地法違反と収賄の疑いで逮捕された事件があり、これ

を受けて、同年１１月２８日開催の全国農業委員会会長代表者集会において、

「農業委員会の委員等の綱紀保持に関する申し合わせ」が決議され、農業委

員会組織として綱紀粛正の徹底を図っていくことが確認されております。
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また、本年１２月４日に標津町で開催されました地区別農業委員等研修会

の中でも各農業委員会において、綱紀保持の姿勢を強く打ち出すため、毎年

１回以上、農業委員会総会等において法令順守の申し合わせ決議の実施につ

いて、依頼があったところです。

それでは、決議文を読み上げさせていただきます。

農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）。

私たち農業委員は、農業者の公的な代表機関である農業委員会組織の一員

として、法令に則り適正に農地制度を運用し、農地利用の最適化を実現する

責務を負っている。

特に、農地制度に基づく許認可に係る事務については、個人情報に接する

ことも多く、公平・公正な運用はもちろんのこと、個人情報保護も徹底しな

ければならない。

私たち農業委員は、高い倫理観を持ち、法令遵守を徹底するため、下記事

項についてここに申し合わせ、決議する。

１農業委員会が担っている職務と責任を改めて自覚し、法令に則り適正に

農地制度を運用すること。特に、農業委員会法第３１条の議事参与制限、同

法第３３条の議事録の公表を適切に実施して、農業委員会の議事の公正さを

確保すること。

２農業委員として高い倫理観を維持し、法令遵守を徹底するための研修等

を実施すること。

令和５年１２月２５日、別海町農業委員会。

以上で議案第４号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては

決議に関するの案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第４号につきまして原案のとおり決議

することに決定します。

◎閉会宣言
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〇議長（信夫会長）

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。

これをもちまして、第７回総会を閉会します。


